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替手形を入手してやり，その際，仲介手数料を得ている」と説明されている（Campbell, The London 





























































































































1836 79 ２ａ）＋18ｂ） n.a. n.a.












のである。当時のBOE総裁 J. H. パーマー（J. H. Palmer：総裁在任1830－33年）は，「BOEの関知する範
囲内では，為替が（BOE券の）流通（量）を規定する」という趣旨のことを述べているが，含意は「為
替相場がポンド安の方向に動くと公衆がBOEに銀行券を持ち込んで金を外国に送る，その結果，国

















































































































ていたが，終戦の年に初めて，地元の相互会社スコティッシュ・ウィドウズ（the Scottish Widows） が
設立された。1829年までには同社は25万ポンド以上にのぼる保険証券を発行していた。1823年にノー

















































































































ディンバラでも同じ頃，エディンバラ商人組合（the Company of Merchants of Edinburgh） およびエディ




所（the English Chamber of Commerce）に結実していく動きが見られた。バーミンガムでは1783年に
バーミンガム商業委員会（the Birmingham Commercial Committee）が設立され，これは後にバーミン
ガム商業会議所（the Birmingham Chamber of Commerce）に成長していく。マンチェスターでは同じ頃，
反自由貿易的な委員会があったが，いったん消滅し，1794年に商業協会（the Commercial Society）の
名前で復活した。1801年に再び消滅し，1820年に会議所の名前で再度復活した。この頃，マンチェス
ターの自由貿易主義はまだ鮮明ではない。同じ頃，リヴァプール，ハリファックス，エクセターなど
にも同様の団体があり，1797年に代表を派遣して，マンチェスターやバーミンガムの代表と協議して
いる。しかし，概して商工会議所は，我が国ではごく限られた役割しか果たしていなかった。
